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叢
説 『

春雨

第
十
雀

第

一
號

.u血

恕
曜
正
+
五
舳
)

大

正

九

年̀

一
月

骸

行

説
.

情

主

義

ぐ」
勢

働

問

題

㌧
、
.
..
..
.
.一

田

島

,
錦

治

近
頃
勢
働
問
題
を
論
議
す
る
者

の
論
調
を
察
†
る
に
、
略
之
を
こ
に
大
別
す
る
を
得
。
其

一
は
我
国
に
於
て
は

　

　

　

ロ

雇
主

と
雇
一個
…勢
働
者
【こ
の
間

ゆ
、

土
目來

よ
り

の
一親
密
な

る
主

従
關
…係
か
猶

保
存

せ
ら
れ

、
外

國

に
は
見

る

へ
か
転

じ

ロ

ロ

　

さ
る
温
情
主
義
か
行
は
れ
つ
、
あ
り
、
然

る
に
外
來
の
思
想
は
、
経
済
學
者

の
鼓
舞
に
依
b
、
又
は
耐
會
論
者

の

煽
動
に
因
り
て
、
漸

く
此
關
係
を
打
破
し
、
此
主
義
を
破
壊
せ
ん
ご
ず
、
實

に
痛
心
の
至
り
な
り
、
凡
そ
砒
會
上

及
ひ
経
済
虫

聞
警

國
量

り
て
其
事
惜
を
異
に
す
、.從
て
之
か
解
決
の
方
法
も
亦
自
か
鼻

弩

さ
ろ
を
得

ず
、
勢
働
問
題
も
亦
然
b
、
我
国

に
於
け
る
勢
働
者
封
雇
主

の
主
従
關
係
及
ひ
温
情
圭
義
は
之
を
維
持
し
、
且
之

む

げ

　

む

む

む

む

し

む

を

一
層
獲
達
せ
し
め
て
.、
以
て
我
国
固
有
の
美
風
蕃
俗
を
大
成
せ
さ
る
可
か
ら
す
ご
論
ず
。
其
二
は
此
第

　
説
を

以
て
時
世
の
愛
遷
を
解
せ
さ
る
頑
迷
固
陋

の
説

ご
爲
レ
、
夫

の
主
従
關
係

の
如
き
は
封
建
制
度
及
ひ
岩
室
専
制

の

胎

説

深
情
主
義
ぞ」労
働
例
題

策
十
巻

(第
[
號
.
.
ご

「



論

説

温
情
主
義
ぜ」労
働
問
題

,

第
十
巻

(第
「
號

二
)

二

時
代

の
遺
習
に
過
ぎ
す
、
又
夫

の
温
情
主
義

の
如
き
は
小
規
模

な
る
家
内
工
業
か
專
ら
行
は
れ
な
る
時
代
に
行
は

.

れ
た
る
に
止
ま
り
、
現
時

の
如
き
自
由
雫
等

の
主
義
か
政
治
肚
會
纒
濟

の
各
方
面
に
普
及
し
、
大
規
模

な
る
工
場

組

織
の
産
業
か
最
も
其
努

を
逞
う
し
つ
・
あ
・
に
亨

震

害

蕩

誉

は
謬

f
.暴

に
し
て
奪

毒

關
係
あ
る
へ
き
筈
斧

、
,而
し
て
典
麗
濟
的
地
位
の
懸
隔
は
見

甚
ε

て
温
情
嚢

は
日
箕

存
在
を
失
ひ
つ

・

一・
あ
菱

審

保
存
・
・
壷

　

　

見
す
・
何
藷

畿

郵

雇
主
の
關
係
は
難

解

禦
に
し
て

　

む

　

　

一

,前
者

か
募

働

の
報
酬
即
ち
労
賃
を
得

・
は

彼
の
権
利
に
し
て
承
恩
に
罪
す
後
者
か
之
を
興
ふ
る
は
其
霧

に
し

　

む

て
施
恩
に
非

さ
れ
は
な
り
ε
論

ず
。

余

の
見

る
所
を
以
て
す

る
に
、
此
両
説
は
各

々
眞
理
に
合
す
る
所
め
れ
こ
も
、
亦
各

々
偏
倚
す

る
所
あ

る
如
し
。

.

第

一
説
か
欝

欝

雇
主
の
關
係
・
以
て
國
に
由
り
其
藩

婁

・
す
・
言

へ
る
は
甚
だ
可
な

り
・
叉
我
国
箇

蕩

美
風
善
俗
書

、
五
日人
は
之
を
保
導

・
る
可
か
ら
す
呈

躾
す
譲

亦
蔑

を
値
す
軌
然
墾

も
若
し
第

壽

・
・
て
往
輩

・
行
鰹

慧

小
撰

・
家
内
藁

書

見
・
如
皇

継
關
係
及
ひ
援

的
温
情
嚢

か
現

跨

大
規
模
な
・
工
羅

山
及
ひ
緩

の
嚢

に
従
事
す
・
企
業
圭
舞

働
者
の
問
に
も
行
は
る
愚

考
し
・
又

…
は
復

し
め
さ
る
へ
か
ら
す
呈

張
す
る
な
ら
に
、
余
暴

二
の
論
誉

共
長

巖

を
笑
は
さ
る
を
得
す
・
.

撚
り
而
し
て
第
二
説
は
亦
幾
多
の
誤
謬
敏
黙
を
含
む
も
の
・
如
し
.
論
者
呈

從
關
係
な
る
語
を
解
す
る
窪

奮

姦

獲

箆

響

・
如
・
、
付
差

れ
は
認

識
國
に
於

・
如
何
・
高
給
婁

く
・
藷

も
第
三
考
量

し

,



妻

屋

・
指
・
て
天

蕊

ふ
は

疲

の
慣
.例
な
れ
は
な
・
。
若
し
毒

關
係
を
以
て
主
人
表

替

の
關
係

万

b
5

は
・、
、
是
れ
固
・ぢ

含

・
齋

せ
さ
る
碧

窓

も
証

會
・
慣
例
琴

喬

ほ
師
を
苦

し
郭

難

い雛

探
蘇

ポ離
縁

雛
鰻

鐸

隠避講　

一
。
就
。
概
攣

れ
見

そ
人
身

奪

・
2

・
ふ
を
得
,
撚
れ

・
も
父
子
・
・
雀

別
に
就
て
見
れ
ば
父
享

は
輩

ξ
。
争

セ
得
・
る
な
り
。
之
高

様
量

産
階
級
な
美

醜

に
就
て
概
説
す
れ

は
企
業
者
も
雇
舞

働

誉

奪

弩

ざ
い
ふ
を
得
、
撚
れ
毫

雇
主
農

人
あ

小
種
別
に
就
て
見
る
喜

は
「
著

奪

な
り
蕊

ふ

「を
得
す
.
之
ε
同
様
に
雇
騨

働
者
・
中
・
就
・
見
喜

頭
呈

・
し
て
手
代
丁
　

下
な
　

技
師
呈

に

し

て
技
手
は
下
な
り
、
職

工
長

里

に
し
て
職
工
は
下
な

り
。
勿
論
彼
等
は
人
ε
し
て
は
奪

な
り
・
國
香

し

　
　

で
は
奪

な
り
、
生
産
階
馨

し
て
は
奪

な
b
、
謂
ゆ
る
法
律
上
は
奪

な
り
・
彼
等
相
互
間
の
契
約
は
自
由

.

に
し
奉

等
な
b
。
黙
れ
こ
も

}
企
業
の
下
に
在
り
て
共
同
し
て
生
産
に
徒
事
す
る
場
合
に
就
て
考
察
す
る
喜

「は
命
薯

ご
受
尊

者

と
の
別
は
確
立
・
、
幸

の
分
簸

存
せ
さ
る
可
奮

・
・
若
・
然
享

・
て
手
代
懲

璽

圖
旨

己
を
以
て
番
頭
皐

等
弩

暑

へ
、
.職
工
及
ひ
技
手
は
自
己
を
以
て
工
長
及
ひ
藷

靭

薫

り

一
ご
考
ふ
。
讐

は
、
籍

果
窺

馨

棄
響

な
り
、
協
力
の
.不
塑

弩

、
塞

の
弛
肇

な
り
て
・
庭

其

企
業
を
失
敗

に
聾

せ
し

む

る
の
み
な
ら

す
、
肚

會
上

に
大

な
る
悪
影
響

を
惹

起

す

へ
き
な

う
。

一
輪

読

温
情
主
義
`
労
働
閻
憩

第
十
巻

(第

「
號

三
)

三

6

亀



輪

読

温
情
主
義

、、
努
働
問
題

第
十
巻

(第

一
競

四
)

四

余
は
一
撃
究
に
し
て
固
よ
り
資
本
者
階
級
量

せ
す
、
叉
醇

の
意
暫

於
け
る
勢
響

階
級
に
も
厨
せ
実

敵
に
此
両
階
級
を
批
射
す
る
.に
就
て
最
も
公
平
な
る
立
場
に
在
り
ご
.自
信
す
。
而
し
て
余
は
國
民
経
済
を
研
究

の

目
的

ε
す

る
か
故
に
、
消
費
者
階
級
の
利
益
を
先
に
し
生
産
者
階
級
の
利
益
を
後
に
す
、
叉
国
民

の
多
藪
を
占
む

る
勢
働
者

の
幸

幅
を
首

ご
し
少
数
な
る
企
業
圭

の
利
益
を
次
位
に
置
く
か
故
に
、
余
は
寧
ろ
雇
傭
労
働
巻

の
味
方

…
な
り
。
余
は
味
方
な
・
か
塾

徒
ら
に
聾

し
器

霧

す
・
姦

て
せ
す
・
廣
き
意
味
青

い
へ
は
余
も
杢

.

の
勢
働
者
な
り
、
政
府

の
雇
人
な

る
か
故

に
雇
傭
勢
働
者
な

り
。
研
學
者

ご
し
て
は
先
生
も
弟
子
も
挙
等
な
り
、

…
撚
れ
こ
も
學
校
に
於
て
は
先
生
は
上
に
し

て
弟
子
は
下
な
り
、
先
生
は
弟
子
を
愛
し
、
弟
子
は
先
生
を
敬
す
る
か

故

に
、
學
校
内

の
規
律
は
立
ち
、
研
學

の
實
は
塁
か
る
な
り
。
之

と
同
様

に

一
の
企
業
内
に
於
て
企
業
者
は
勢
働

皿
者
を
優
遇
し
、
勢
働
者
は
企
業
者
を
敬
愛
し
、
上
級
勢
働
者
ε
の
間
も
亦
斯

の
如
く
な
る
円
き
は
、
其
企
業
内

の

規
律
は
立
ち
て
生
産

の
奴
果
は
大
な
る
可
き
な
り
。

世

の
勢
働
者

の
味
方
ご
自
稠
す
る
徒
輩

の
中
に
は
自
由
巫
・等

の
奥
意
を
解
せ
す
、
叉
は
之
を
曲
解
し
て
多
敷

の

…
薄
給
労
働
者
を
煽
動
し
て
、
高
給
者
を
疾
視
せ
し
め
、資
本
主
企
業
者
を
敵
視
せ
し
め
、
危
険
思
想
を
鼓
吹
し
、
過

激
行
爲
を
敏
唆
す
る
者
な
か
ら
す
。
嗚
呼
此
等
徒
輩
は
謂
ゆ
る
獅
子
身
中

の
巌
な
り
、
勢
働
者
階
級

の
敵

な
り
・

肚
會

の
敵

な
り
。

余
か
裂
に
述

へ
た
る
生
産
階
級

ご
し
て
勢
働
者
ε
企
業
者

ご
は
李
等
な
り
定
の
意
見
は
言
外
に
此
両
者
か
相
互

、

0

9



　

　

～
に
味
方

こ
な
る
こ
と
、
及
ひ
な
る

へ
き
も

の
な
る
こ
ε
の
意
味
を
含
む
げ

現
時

の
産
業
組
織
に
於
て
は
労
働
者
を

ユ瀦

て
企
業
者
あ
り
得
.
か
ら
す
、
器

業
蓼

外
に
・
て
欝

者
あ
養

か
・
ザ
.
唯
夫
・
至
・
小
覆

・

一
蚤
産
業
に
於
て
、
企
業
者
か
勢
働
者
を
無

ね
て
、

一
人
の
助
手
を
も
使
役
せ
さ
る
場
合
無
か
ら
す
蓬
雄
、
此
場
合

　は
睾

に
非
さ
る
か
故
に
暫
芝

を
螺

・
争

も
可
　

.
鰺

余
・
生
産
暗
碧

し
て
常
・
企
業
群

鶴

煮

の
共
同
存
在
を
前
足
す
。
此
共
同
存
在
を
前
峯

・
書

髭

雨
意

亦
互
に
味
方
に
し
て
決
し
て
敵
に
非

ざ

る

へ
き
筈

な
ヶ
。
否
敵
た

る
へ
か
ら

す

し
て
味

方
た

ら

さ

る

へ
か
ら

さ
る
な

り
。

一
前
述
の
聖

「
.企
業
・
内
部
に
於
・
企
業
蒼

雇
鐸

働
誉

の
關
係
は
・
彗

ひ
往
昔
の
如
き
毒

關
係
は

一
な
乏

も
、
依
然
・
し
て
上
下
の
差
等
あ
り
、
而
し
て
彼
等
は
互
霜

.野

相
扶
け
て
蕎

に
存
在
し
繁
榮
す

へ

一
き
味
方

な

る
に
於

て
は
、
彼

等

の
間

に
温
情
主
義

は
行

は
れ

、
及

ひ
行
は
し

め

さ
る

へ
か
ら

さ

る
の
理
は
明
白

な

ゲ
.
抑
・
人
魯

獣
糞

　

簿

二
・
　

・
君
・
・
子
夫
婦
兄
藷

尋

の
詳

　

こ
箕

」
に
し

む

　

一
て
、
此
蕩

相
互
間
患

憲

愛
情
蓑

.馨

の
温
情
あ
・
こ
箕

二
誓

。
詐

馨

へ
は
頭
勝

背
四
肢
内

参

瞥

糞

・
す
・
か
聖

、
響

・
魏

血
管
塁

身
・
獲

す
る
に
理

り
・
故
に
之
を
小
に
し
て
人
か

緩

を
組
織
す
る
や
、
父
子
夫
婦
兄
弟
の
差
別
立
ち
て
、
慈
愛
孝
悌
節
蓄

温
撞

.起
・
・
之
を
大
に
し
て
人
か

國
家
を
成
す
や
、
君
臣
雰

又
は
治
者
被
薯

の
差
別
は
立
ち
て
、
忠
君
愛
国
蝕
民
の
温
情
は
牡
は
る
・
整

入

か
財
貨

の
生
産
を
駕
す
や
企
業
者
勢
働
者

の
差
別
立
ち
て
、
彼
等

の
間
に
或
種
類

の
温
情

の
行
は

る
へ
き
は
蓋
し

論

説

温
情
圭
讐

労
働
問
題

第
+
巻

(篁

號

五
)

五

■



二

論

説

謡

嚢

`
盆

膿

'

第
喜

(笙

號
.

六
v

六

.

想
像

に
難

か

ら
さ

る
な
り
。

善

夫
善

時
。
小
撰

な
る
家
内
工
藩

於
て
は
茎

贔

工
及
・
徒
輩

の
關
係
は
・
恰

も
攣

の
恕

朔

覧

て
、
各
職
工
各
徒
弟
聞
・
關
係
椿

・
兄
弟
の
如
き
も
の
な
・
し
…

而
・
て
斯
の
如
き
謬

解

悟

嚢

か
現
今
も
復

多
あ

小
規
模
な
・
肇

・
保
存
せ
ら
れ
つ
・
あ
・
は
吾
会

看
過
す
へ
か
ら
さ
る
事
に

.

學

。
第

読

髭

毒

・
看
過
し
・
・
は
固
よ
り
婆

れ
り
、
而
・
て
義

尖

規
模

な
る
産
業
に
於
て
羨

温
情
主
義

。
行
・
れ
さ
る
か
加
養

き
去
・
に
至
・
て
は
人
類
を
鍍

覗
…

誓

も
の
に
し
て
・
余

の
勢

排
斥

せ

さ

る
可
か
ら

さ
る
大
謬

論
な
り
。

む

む

　

む

　

　

　

む

む

　

「大
鑑

撞

個
別
的
褥

あ
り
、
合
衆
的
温
情
あ
・
。
父
か
子
蔓

・
、
夫

か
要
塞

・
・
弟
子
か
・師
譲

k

壽

か
舅

姦

す
る
繕

別
的
講

・
・
.
個
別
的
褥

・
漸
蓮

毛

裏

的
差

る
・
即
ち
父
か
己
の
子

一
を
愛
す
る
心
を
推
。
嘗

て
他
人
の
子
笈

・
し
、
凡
・
霧

・
人
・
は
凡
て
子
砦

今

蔓

す
る
に
至
る
・

摩

し
て
凡
・
父
た
る
人
々
は
凡
・
委

・
人
・
に
蕃

書

を
受
・
・
業

こ
三

同
意
し
・
霧

警

を
畢

.

一

箸

暑

は
之
を
工
場
役

役
せ
さ
る
・
遥

同
意
・
、
又
・
霧

警

を
畢

り
馨

子
を
工
場
に
接

す
る
場

.

麿

於
て
も
塁

定
・
年
齢
・
達
・
・
ま
て
曩

時
聞
及
ひ
夜
間
の
霧

最

せ
し
め
薯

こ
差

同
意
す
る
に
.

一
至

る

へ
し
。
是
は
即
ち

凡

て
父
た

る
人

々
の
合
衆
的

温
情

な
り
。

夫
か
妻
墨

す
・
は
個
別
的
温
情
な
り
、
而
し
て
凡
て
の
夫
だ
・
人

・
か
凡
て
の
要

る
入

々
を
鬱

し
・
彼

■

、

亀



「等

か
工
場
其
他
の
勢
務
に
服
す
る
場
合
に
於
て
、
男
子
よ
り
は
辛
苦
少
な
く
又
は
時
間
短
き
勢
務
に
服
せ
し
め
、・

　

蚕

業
を
禁
。
、
羅

期
の
前
後

の
霧

を
禁
ず

・
に
同
意
せ
は
、是
亦
凡
て

の
秀

・
人
・
の
合
欝

温
情

・
り
。
'　

　.

親
方

(業
主
}
か
子
分
(職
工
)
を
愛
す
る
は
個
別
的
温
情
な
り
.
而
し
て
凡
て
の
企
業
魯
た
る
人

々
か
凡
て
の
勢

一

働

者
馨

人
。
を
敬
愛
し
て
、
馨

を
優
遇
し
保
攣

る
こ
差

同
意
し
、
例

へ
儂

等
を
保
護
す

へ
き
工
場
法

の
制
定
叉
は
之
か
改
正
に
同
意
し
、
之
か
完
全

な
る
施
行
を
努
め
、
勢
働
者

の
疾
病
災
害
老
贋
及
ひ
失
職
に
封
ず

.

る
保
険
救
濟
に
向
て
最
善

の
力
を
番
す
ご
E
に
同
意
せ
は
、
是
れ
亦
凡
て
の
企
業
者
な
る
人

々
の
合
衆
的
温
情

に

外

な
ら
さ
る
な
b
。

噛
.

,

企
業
者
階
級

に
し
て
斯

の
如
き
合
衆
的
温
情
主
義
を
獲
撫
せ
ん
か
、
勢
働
者
階
級
も
亦
必
す
同

}
の
主
義
を
以

職て
之
に
酬
ふ
へ
し
。
何

こ
な
れ
は
人
は
禽
獣
ご
異
に
し
て
、
温
情
を
有
し
、
而
し
て
此
温
情
は
個
別
的
よ
り
合
衆

…
的

に
、小
な

る
合
衆
的
よ
り
人
な
る
合
衆
的
温
情

に
進
歩
す

へ
き
傾
向
を
有
す
る
も

の
な
れ
は
な
り
。例

へ
は

一
工

…
場

に
於
け
る
傷

者
か
團
結
す
る
は
小
な
る
合
衆
的
温
情
の
奮

な
り
・

】
地
方
に
於
け
る
同
種

の
傷

者
か
勢

働
組
合
を
組
織
す
る
に
遣

ひ
て
、
稽
人
な
る
合
衆
的
温
情

の
結
晶
ξ
な
る
。

一
國
に
於
け
る
同
種

の
勢
働
者
か
聯

…
合
鶴

組
合
を
態

、
及
ひ
異
種
の
蕎

雲

鶴

者
盤

を
成
す
量

り
て
・
頗
る
大
な
る
合
番

温
情
器

品

ご
な
る
。
企
業
者

の
側

に
就
て
見

る
も
亦
黙
り
、
同
.種
の
企
業
者
か
或
は

一
地
方
を
通
し
、或

は

一
國
を
通
し
、

}

或
は
異
種

の
企
業
を
通
し
て
企
業
者
組
合
を
組
織
す
る
に
迫

ひ
て
企
業
者
間
の
温
情
主
義
は
益

々
大
に
合
衆
的

に
.

一
論

説

講

蠹

毒

需

題
.

`

筆

粗

璽

罪

当

七



論

説

、

温
情
主
義

ψ、
労
働
問
題

.

第

十
巻

{第

一
號

八
》

入

…
進
芋

藷

馨

る
可
か
享

。
然
れ
こ
も
若
し
此
等
の
固
結
に
し
て
反
抗
的
敵
認

の
も
の
な
る
に
於
て
空

方

の
温
情
は
他
方

の
冷
情

ご
相
殺

し
て
其
結
果
は
弱
肉
強
食
に
非
さ
れ
は
両
虎
相
搏
ち
て
共

に
儚

く
の
禽
獣
道
に

.

陥
る
こ
ご
な
き
を
保
せ
す
。
是
政
に
企
業
者
組
合
及
ひ
其
聯
合
禮

ご
勢
働
組
合
及
ひ
其
聯
合
鎧

ご
か
相
互
に
和
衷
、

協
同
し
善

誘
集

然
に
防
ぎ
、
又
は
之
を
和
解
調
停
し
、
企
薯

鶴

翼

同
の
利
益
を
進
竺

同
時
三

股

滑
薯

の
雁

を
寧

・
忌

紫

、
之
を
増
進
す
・
の
欝

覆

ら
は
・
是
れ
最
大
長
着

る
温
情
嚢

の
結

晶
・
謂
ふ
へ
き
弩

。
夫
の
漂

蕩

裏

の
如
き
は
暫

如
痘

情
主
義
の
産
物
に
し
て
・
髭

象

を
国
民

的
よ
り
世
界
的
鑑

充
せ
ん
享

る
も
の
に
外
な
ら
さ
る
な
り
。
髭

出
て
之
を
観
れ
は
篁

説
は
小
な
豪

族

的
温
情
主
讐

執
着
す
る
も
の
こ
謂
ふ
へ
く
、
第
二
説
昊

な
る
国
民
的
世
屍
的
温
情
嚢

を
忘
る
遠

の
ε
謂

ふ

へ
き

な

り
。

、

…

＼

熬
り
ご
雌
猛
情
主
義
は
決
し
て

一
切
無
差
別
的
平
等
的

に
振
売
す
る
を
許
噂
す
。
例

へ
は
己

の
子
を
愛
す
る
と

.

人

の
子
を
愛
す

る
ε
は
自
か
ち
差
別
あ
り
、
己
の
妻
を
愛
す
る
ご
他
人
の
妻
を
敬
す
る
建
ば
自
か
ら
兼
別
あ
る
か

如

く
、

一
企
業
者
か
共
雇
傭
勢
働
者
に
封
ず
る
關
係
は
他
企
業
者

の
雇
傭
勢
働
者
に
謝
す
る
よ
り
は

一
層
親
密

な

ら

さ
る
へ
か
ら
す
。
同
種
企
業

に
厨
す
る
人
々
の
關
係
は
彼
等
か
異
種
企
業
に
属
す
る
人
々
に
封
ず
る
よ

り
は

「

,

層
親
密
な
ら

さ
る
可
か
ら
す
。
同
国
の
生
産
者
相
互

の
關
係
鴎
彼
等
か
異
国

の
.生
産
者
に
封
ず
る
よ
り
は

一
層
親

、

.

密

な
ら
さ
る
可
か
ら
す
。
五
口人

か
外
國
よ
り

の
輸
入
品
に
封

し
て
高
率
關
税
を
課
し
、
以
て
内
地

の
幼
稚
な
る
産



事

保
育
す
・
こ
・
に
同
意
・
・
は
、
　

吾
人
・
内
笙

雲

華

る
合
衆
的
温
情
　

・
之
　

灘

一
　に
響

蓬

け
て
霞

の
肇

に
堪
・
得
る
垂

・
た
・
肇

・
塞

者
省

・
・
進
ん
で
麗

の
雛

筒

意

　諜
藁

繕
融蒲

鰭
　　誰
　錆噸

一
る

毒

総

局
國
基

讐

輻
撃

増
進
す

る
結
果
を
生
す

へ
き
な
b
・

、

～
.一
企
業
者
か
其
雇
傭
勢
働
套

　

繧

萎

・
雇
響

者
・
封
　

り
慧

親
　

へ

皿
一き
は
前
に
述

へ
。
り
.
故
に
各
企
警

は
自
他
藩

蕩

言

書

て
廣
藷

の
A・衆
・
欝

主
義
羨

撃

「る
&
共
に
、
各
自
。
雇
蟹

響

に
射
し
三

層
親
禦

・
小
謡

・
合
衆
.的
温
篁

義
を
獲
馨

さ
る
可
か
ら

　
す
.
例

.
は
馨

。
営

蕩

覆

護
法
の
規
定
憲

箆

塁

・
　
.
廣
藷

・
合
衆
的
樗

な
り
・
各
自
か

…

轟

響

に
封
し
て
葎

季

・
暫

依
享

・
・
自
壽

に
特
別
優
遇
の
事

議
し
、
例
へ
は
利
潤
配
分
方

塔

採
用
し
、
利
潤
の
蔀

畜

辛

、
講

者
・
疾
饗

宴

震

義

・
攣

る
保
警

金
鳥

す
か
如

署

は
、
小
躇

。
合
衆
的
罎

な
り
・
す
。
此
場
合
・
於
・
免

・謬

・
語
・
用
ふ
る
質

は
温
情
を
受
く
る

人

々
か
姦

の
欝

重

り
成
る
か
故
・
を

・
、
羅

・
大
震

・
・
嚢

に
於
て
は
探
春

勢

組
織
及
ひ

。
ル
,7
麦

は
ト
.フ
ヌ
、
の
如
茎

蓉

同
・
発

・
行
・
・
よ

整

企
業
言

姦

の
馨

及
ひ

恵

姦
.

「

論
、
説

垂

義
ミ
雷

問
題
.

単

費

舞

.

乳
)

九

、
`



、

論

説

温
情
主
義

己
勢
働

問
題

第

十
巻

(第

「
號

[
O
)

「
∪

　
コ

一
な

る
株
主
よ
り
成

る
を
常

ε
す
。
.故
に

一
企
業
に
圏
す
る
此
等
多
数

の
企
業
者

か
.同
心

一
意
凱
働
者

の
愛
護
に
向

.

っ
て
努
力

せ
は
、
吐
合
衆
的
温
情
な
る
譜
は
最
も
意
味
あ
る
も

の
`
な
る
な
り
.

}
の
企
業
に
属

す
る
企
業
者
叉
は
其
團
艦
か
其
雇
傭
者

一
同
に
謝
し
て
前
述

の
如
き
合
衆
的
温
情
を
加
ふ
る
に

「於
て
は
、
後
者
は
薯

濁

し
て
勤
勉
節
約
忠
實
従
順
を
以
て
之
に
酬
ふ
可
臼

響

温
享

は
温
享

晶

握

り
.
温

き
情

は
温

き
惰

ざ
相

投
合

す

へ
く

、
而

し
て
夫

の
忌

む

へ
き
同
盟

罷
業

、
怠
業

・
工
場
閉
鎖

、

一
般
解
雇

の
如

き
争
議

は

之
を
防
止

す

る
を
得

て
、
企
業
者

ε
勢

働
者

ε
の
共

同

の
利
益

は
爲

め
に
増

加

し
、

一
般
肚
會

も

亦
其

嘔
吐

を
増

進
す

る
を
得

へ
き
な

り
。

　

む

む

む

余
は
本
誌
の
前
審

の
終
冊

に
於
て
「
勢
働

ε
資
本

ピ
の
根
本
的
協
調
』
な
る
小
論
丈
を
掲
げ
て
報
恩
主
義

を
鼓
肌

ロ

　

む

ほ

.

し
撲
り
。
今
や
本
巻
の
首
冊

に
於
て

「
温
情
主
義
ε
勢
働
問
題
」
を
論
ず
。
論
調
は
異
な
れ
ε
も
趣
意
は

}
に
蹄

一

す
。
資
本
主
企
業
者

は
生
産
上
に
於
て
労
働
者

の
恩
を
承
け
、
勢
働
者
は
亦
資
本
主
企
業
者

の
恩
を
承
く
る
か
故

に
、
両
者
互
に
此
恩
を
威
し
て
且
之
に
報
ゆ
る
所
な
か
る
可
か
ら

す
、
合
衆
的
温
情
は
即
ち
此
威
恩
報
恩

の
行
な

　

む

む

む

む

む

り
。
報
恩
に
も
亦
個
別
的
ε
合
衆
的
ε
の
別
あ
り
、
例

へ
は
雇
主
か
各
勢
働
者

に
契
約
上
の
勢
賃
を
與
お
る
は
個

別

的
報
恩
な
り
、
而
し
て

一
般

に
彼
等
を
優
遇

す
る
設
備
を
整

へ
制
度
を
建
む
る
は
暴
れ
合
衆
的
報
恩
な
り
。
勢

働

者

一
同
か
協
,心
同
力
レ
て
雇
主

の
優
遇

に
酬
ゆ
る
は
是
亦
合
衆
的
報
恩
な
り
。
而
し
て
雇
主

ε
勢
働
者

ビ
か
祐

衷
協
同
し
て
低
廉
且
優
良
な
る
生
産
品
を
出
し
て

一
般
消
費
者
を
利
益
し
、
同
盟
罷
業
、
濁
占
、
買
占
等
の
不
正



手

段
に
害

浬

蒔

級
の
刑
盆
を
謀
り
て
他
階
級
蒼

雇

肚
會
の
利
益
を
犠
楚

供
せ
し
む
る
か
如
き
妻

…
き
に
於

て
は
、
見
れ
生
産
者
階
級

か
合
衆
的
に
国
家
の
恩
及
ひ
肚
會

の
恩
に
報
ゆ
る
も

の
ε
謂
ふ

へ
き
な
b
。
黙

れ

毫

報
恩

の
説
は
外
國
の
學
者
之
を
口
に
す
る
も
の
至
て
稀

に
、
而
し
て
我
国
の
論
者
は
今
や
公
然
ε
し
て
温

蓮

華

無
用
ぜ
・
る
奮

・
多
し
。
馨

最

善

働
磐

叫
・
同
罷

業
肇

唱
へ
、
階
級
闘
争
嘉

・
優

勝
叢

を
乎

。
焉
・
知
ら
ん
や
東
洋
礎

我
國
纂

の
道
優

権
利
を
主
張
す
・
晃

ち
て
義
務
の
履
行
釜

…
ん

す

る
こ
ε
を
、
而

し
て
此

の
美

風
は
吾

人

の
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